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亡き蒲生先生とのこと
山　岸 司（政経学部事務長）
　秋祭りの難子があちこちから聞こえてくる今日此頃です。亡き蒲生先生も祭
りが大好きでした。先生は文化人類学と云う専門的な面からも各地各国の「祀
り」を研究しておられたようですが，学問からすっかり離れてお祭りを楽しん
でおられました。
　小生が政経の事務長の辞令を頂いた50年の5月，丁度神田明神のお祭りがあ
りました。先生から時間があったら行きませんかとさそわれお伴しました。神
田明神の拝殿から裏に廻ると高台で，明神下から湯島・上野・浅草方面と一望
することができ詳細に説明してくれました。帰途居並らぶ店を一店一店丁ねい
に見て歩き面白いものがあると手にとって遊んでいましたがその折何か買った
ことを覚えております。茶店に寄ってトコロテンを食べながら童心に還えり子
供の頃のことを話されました。小学校は錦i華小学校でしたので，現在は明治の
大学院になっていますが戦前はテニスコート等で雑草が生い茂っていた場所
で，よくトンボとりやその他の遊びに興じ，神田明神あたりまでテリトリーだ
ったそうです。
　先生の祭り好きと云えば，赤飯や芋の煮ころがし等が大好物で，入試の際は
必らず2・3回は夕食を赤飯弁当にしたものです。その後何度かこのお祭りの
ことを思い浮かべ三社祭などどこかのお祭りでもと計画を立てていましたが忙
しい身ですので実現することなく今日に至ってしまいました。
　この様な祭好きは先生の江戸ッ子気質からきているのでしよう。サッパリと
した性格で，宵越しの金は持たないと云う豪放さで飲みに行ってもいつも絶対
に他人には払わせず薄い財布から精算していたのを今もすまなく思っていま
す。
　江戸ッ子気質の先生を慕って，回りにはいつも多勢の方々が集まり，いかが
かと思う様な人もなかにはいたので，先生に失礼にもお聞きしたこともありま
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したが，先生は来る者は拒ばみません。その代り去る者は絶対に追いません。
人間必らずどんな人でもいい点があるのだから過去は問わずそのいい面をみて
現在をみんなで楽しくやって行きましようと優しく微笑んでおられました。矢
張り江戸ッ子らしい親分肌を好み，フィールド・ワークで各地各国をまわり，
人と人との出合いと云うものを大事にしたからではないでしようか。
　学部長時代は’70年代でしたので，全国的に各大学は激しい学生運動に揺さぶ
られ，学生の団体とも度々団交をしました。ケジメを大事にする先生でしたの
で，一歩もあとへひくことはありませんでした。七号館の地下教室を一方的に
学生に占有された時は，多忙な職務に拘らず先頭に立って早朝から奪回の為の
作業に加わり毎日毎朝約一ヵ月間も頑張り通しました。また団交に向う前に，
小生に学生相手だから静かに話し合うつもりだが，性格的にこの様な場合には
昂奮しやすいので必ずうしろに付き添っていて貰えないか，と云うのは心臓が
悪く昂奮した際卒倒して後頭部を打つおそれがあるのでお願いすると云うの
で，その様な場合には必ず後ろで見守っていたものです。
　昨年，アラスカに研究の為出張されましたが，テント生活と聞いて無理をな
さらぬよう言ったのですが，胸に特効薬を持っているから大丈夫と言って出か
けられました。
　以前から，いつどこで発作を起こすかわからないことを先生自身は知ってお
られたようで，一日一日，一分一秒を大事に，また精一杯生きておられたよう
な気がいたします。
　身だしなみも，ラグビー部の部長らしく英国紳士風に，上から下まで非のう
ちどころのない渋い落ち着いた装Y・で，よく事務室に来てはコーヒーを飲みな
がらスポーツ新聞のラグビーの記事に眼を通しておられました。いい記事が書
いてあると例の温かい笑顔で小生に語りかけた先生は，秋祭りまたラグビーシ
ーズソたけなわの今頃，天国で太鼓を叩いているのでしようか，それともフォ
ワードのフランカーとして汗を滴たらせながらスクラムを組んでいるのでしよ
うか。
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